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理
事
長
の
挨
拶
は
以
下
の
通
り
で
す
。

事
業
報
告
・
決
算
報
告
等　

全
議
案
を
承
認

▼
令
和
６
年
度

　
　

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　

令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
等

す
べ
て
の
案
件
を
審
議
す
る
公
益
社
団
法
人

東
大
阪
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
６
年
度

定
時
総
会
が
6
月
20
日（
木
）午
後
1
時
30
分

よ
り
ユ
ト
リ
ー
ト
東
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
平
本
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に

続
い
て
谷
村
理
事
長
の
挨
拶
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

【
理
事
長
挨
拶
】

　

本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
東
大
阪
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
令
和
６
年
度
定
時
総
会
に
お
忙

し
い
中
、ご
出
席
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
は
来
賓
と
し
て
東
大
阪
市
よ
り
、

野
田
義
和
市
長
、
右
近
徳
博
市
議
会
議
長
、

尾
上
雄
右
都
市
魅
力
産
業
ス
ポ
ー
ツ
部
長
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
野
田
市
長
と

右
近
議
長
か
ら
は
祝
辞
も
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長
や

大
阪
府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
会
長
等
、

多
く
の
方
々
か
ら
祝
辞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

谷村理事長

野田市長

総会の様子

　

さ
て
、公
益
社
団
法
人
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
は
、

広
く
一
般
社
会
の
利
益
に
な
る
活
動
を
す
る
法
人

で
あ
り
、
公
益
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
主
・
自
立
」「
共
働
・
共
助
」
の

理
念
の
も
と
、
会
員
と
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
作
り
に
取
組
み
事
業
の
推
進

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
令
和
５
年
度
の
事
業

実
績
は
、議
案
書
の
事
業
報
告
に
も
あ
り
ま
す
が
、

契
約
金
額
及
び
年
度
末
会
員
数
が
前
年
度
に
比
べ

減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
規
入
会
会
員
や
現
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
に

よ
る
税
負
担
や
物
価
高
騰
等
、
当
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、当
セ
ン
タ
ー

の
存
在
意
義
を
再
確
認
し
、
会
員
拡
大
に
一
層

注
力
し
、
会
員
へ
の
就
業
提
供
等
、
事
業
の

発
展
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
事
業
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
更
な
る

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
開
会
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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そ
の
後
、
議
長
の
選
出
が
あ
り
、
会
員
の

乙
村
祐
司
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

宮田講師

講演の様子

　

総
会
の
会
場
に
は
会
員
63
名
が
出
席
、委
任
状
・

議
決
権
行
使
書
に
よ
る
出
席
１
，
１
５
６
名
と
合

わ
せ
、
計
１
，
２
１
９
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
会
員
総
数
１
，
５
５
２
名
の
半
数
以
上
の

出
席
で
定
足
数
を
満
た
し
、
総
会
が
成
立
し
た

こ
と
を
確
認
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
各
位
も
、

来
年
度
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ひ
き
つ
づ
き
報
告
案
件
、
令
和
６
年
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予
算
・
資
金
調
達
及
び
設
備

投
資
の
見
込
の
報
告
が
あ
り
、
中
村
副
理
事
長

の
閉
会
の
辞
で
議
事
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の

宮
田
靖
さ
ん
に
講
師
と
し
て
ご
来
場
い
た
だ
き
、

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
と
題
し
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
と
は
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
具
体
的
な
対
応
方
法
を
市
民
に
伝
え
る
講
師
役

の
こ
と
で
す
。
宮
田
様
は
現
在
東
大
阪
市
内

で
介
護
職
と
し
て
お
勤
め
で
、
東
大
阪
市

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会
の
会
長
と
し

て
も
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

議
案
第
一
号
：
令
和
５
年
度
事
業
報
告
承
認
、

議
案
第
二
号
：
令
和
５
年
度
決
算
報
告
承
認
及
び

監
査
報
告
の
各
件
が
提
案
・
説
明
さ
れ
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

右近市議会議長乙村議長

　

講
義
で
は
、
認
知
症
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
、
物
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
、Ｍ
Ｃ
Ｉ

（
軽
度
認
知
症
）、
認
知
症
は
脳
の
病
気
で
あ
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
い
か
に
大
切
か
に
つ
い
て
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
認
知
症
予
防
に
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
運
動
習
慣
、
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
、

口
腔
ケ
ア
が
大
切
で
あ
る
旨
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
話
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
出
席
者
に
と
っ

て
は
と
て
も
為
に
な
る
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

宮
田
講
師
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今
回
は
︑
５
月
15
日︵
水
︶・
16
日︵
木
︶の

２
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
植
木
剪
定
講
習
会

に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

参
加
者
は
、
剪
定
班
へ
の
新
規
入
班
希
望
者

３
名
、現
在
剪
定
班
に
て
研
修
中
の
会
員
６
名
、

計
９
名
で
し
た
。

　

初
日
は
座
学
形
式
で

講
義
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
昨
年
に
続

い
て
１
級
造
園
施
工
管

理
技
士
等
の
資
格
を
お

持
ち
の
竹
内
健
氏
を

お
招
き
し
、
剪
定
作
業

の
流
れ
や
心
が
ま
え
、

熱
中
症
や
害
虫

等
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て

丁
寧
に
講
義
を

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
当
セ
ン
タ
ー
内
の
植
栽
を
使
っ
て

実
技
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
竹
内
講
師
よ
り
剪
定
道
具
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
三
脚
の
安
全
な
使
い
方
に

つ
い
て
実
物
を
用
い
て
改
め
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
、
実
技
研
修
に
移
り
ま
し
た
。

座学の講習風景竹内講師

実習の様子

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
悪
天
候
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
幸
い
お
昼
頃
に
は
持
ち
直
し
ま
し
た
。

た
だ
、
か
な
り
の
強
風
下
で
の
作
業
に
な
り
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
、
新
人
の

会
員
に
は
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
で
実
習
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
ハ
サ
ミ
を
持
つ
と
、
簡
単
に
見
え

て
い
た
作
業
が
意
外
と
難
し
い
事
が
わ
か
り
、

受
講
者
各
位
は
一
様
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

剪
定
の
奥
深
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
大
変

有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
各
位
に
は
、
こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
技
術

を
磨
い
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
植
木
剪
定
班
で
は
入
班
希
望
者
を
募
っ
て

い
ま
す
。植
木
剪
定
の
就
業
を
ご
希
望
の
方
は
、

是
非
一
度
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
竹
内
講
師
は
じ
め
、
お
手
伝
い
に

来
て
い
た
だ
い
た
剪
定
班
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

三脚の説明
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シルバー会員作品展について
　昨年開催することができなかった会員作品展を下記のとおり開催します。
多数のご応募、ご来場をお待ちしています。

令和６年11月  9日（土）　午前10時～午後３時 
11月10日（日）　　　　　〃

日時

東大阪市シルバー人材センター内   1・2階会議室場所

出展作品募集
＊木工　　　＊手芸　　　＊書道　　　＊写真　　　＊絵画
＊陶芸　　　＊和歌　　　＊手描友禅　　＊その他何でも可 

前回の作品展の様子 前回の作品展の様子 

【出展作品については販売も可能です】

●同好会も参加します 
●作品の提出方法 

出展希望者は、10月15日（火）～10月28日（月）午後４時までに、
シルバー人材センターへ作品出展申込書に記入して提出してください。
(作品出展申込書と作品に添付する出展用紙は事務所で準備しています)

●作品の持ち込み日、搬出日の時間 

●問い合わせ　東大阪市シルバー人材センター 事業委員会TEL：06-6224-2408 

出展者の方に直接ご連絡いたします。

※来場者には記念品を進呈します

シルバー会員作品展について
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書
会
員
の
ひ
ろ
ば

会
員
の
ひ
ろ
ば

『
平
家
物
語　

祇
園
精
舎
』

　

祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
は…

「
諸
行
無
常
」

「
盛
者
必
衰
」
の
響
き
あ
り…

仏
教
の
教
え
で

こ
の
世
の
無
常
を
説
い
た
言
葉

新
池
Ａ　

今
岡
節
子

『
臨
書　

北
魏　

張
猛
龍
碑
』

【
中
国
北
魏
時
代（
西
暦
５
０
０
年
頃
）の
楷
書
の
名
品

　
『
張
猛
龍
碑
』
題
額
の
一
部
を
臨
書
し
ま
し
た
。

　

撥
鐙
法
と
い
う
独
特
の
執
筆
法
を
用
い
て
お
り

　

躍
動
感
溢
れ
る
書
体
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

長
年
、
書
道
に
親
し
ん
で
お
り
ま
す
が
自
身
の
書
の

く
せ
を
是
正
す
る
目
的
で
定
期
的
に
臨
書
を
実
践

し
て
お
り
ま
す
。

作
品
は
南
北
朝
時
代
北
魏
で
正
光
３
年（
５
２
２
年
）

　

に
彫
ら
れ
た
、
地
元
官
吏
顕
彰
碑
の
題
額

『
魏
魯
郡
太
守
張
府
君
清
頌
之
碑
』
の
一
部
を
臨
書

　

し
て
い
ま
す
】

小
阪　

杉
本　

伸
一

ち
ょ
う
も
う
り
ょ
う

は
っ
と
う

創
作
書
道

八
戸
ノ
里　

長
原　

成
道

『
梅
』
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筆
文
字
ア
ー
ト

パ
ワ
フ
ル
繩
手　

小
夏　

勝
彰

写
真

「保津川と嵐山」

岩
田
４
５
６　

日
髙　

正
之
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手
芸
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
折
り
紙
な
ど
）

日　

時…

毎
月
第
２
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
み…

永
水（
０
８
０-

１
４
４
８-

１
３
２
８
）

場　

所…

セ
ン
タ
ー
一
階
作
業
室

会　

費…

無
料

手
描
き
友
禅

日　

時…

毎
月
第
２
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
み…

今
井（
０
６-

６
７
２
１-

３
１
１
０
）

場　

所…

セ
ン
タ
ー
一
階
作
業
室

会　

費…

無
料

囲
　
碁 同

好
会
の
ご
案
内

同
好
会
の
ご
案
内

同
好
会
の
ご
案
内

　

私
た
ち
囲
碁
同
好
会
は
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
互
い
に
負
け
じ
と
対
局
し
、
年
二
回
の
大

会
で
は
日
々
重
ね
て
き
た
実
力
の
成
果
を
披
露

し
て
、
頭
脳
を
働
か
せ
認
知
症
対
策
と
健
康
維

持
を
図
る
会
で
す
。
会
費
は
、
大
会
・
親
睦
会

の
費
用
に
使
用
し
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

投稿作品 募集案内
10月に発行します会報『燻』10月号（次号）への投稿を募集します。
投 稿 文
字　　数：
内　　容：
応募締切：
応募資格：
申込方法：

400～2,000字程度（関連写真等があればあわせてご提出ください）
特に決まりはありません（随筆、感想文、紀行文などいずれも可）
８月９日（以降の応募は、次々号以降での掲載対象となります）
東大阪市シルバー人材センターの正会員であること
　手書きで作成された場合は、20字詰めの原稿用紙等にご記入の上、封書にて
当センター事務局までご送付ください。その際、封書には「会報誌応募原稿」と
ご記入ください。
　Word等で作成された場合は、上記と同様に封書による申し込みか、あるいはメール
に添付していただく形でも結構です。メールの場合は、件名に「会報誌応募原稿」と
入力いただき、higasisc@ninus.ocn.ne.jpまでご送信ください。　
　いずれの場合も、会員番号と氏名がわかるようにご記入のうえ、お申し込みく
ださい。

短歌·俳句·川柳·書画·写真ほか
応募締切：
応募資格：
申込方法：

８月９日（以降の応募は、次々号以降での掲載対象となります）
東大阪市シルバー人材センターの正会員であること
　短歌等の場合は、ハガキにて当センター事務局の「会報誌原稿受付係」まで
ご送付ください。なお、作品内の漢字にはフリガナをお願いします。
　書画や写真等の場合は、センター事務局まで事前にお電話いただき、題名を
決めた上で持ち込んでください。
　いずれの場合も、会員番号と氏名がわかるようにご記入のうえ、お申し込みく
ださい。

注意事項：●作品は返送しませんので、書画等は掲載後に追って引き取りをお願いします。
●選考により掲載されない場合があります。
●文章等の掲載に関しては、文意の変わらない範囲で編集することがあります。

日　

時…

毎
月
第
１･

３
水
曜
日

午
後
１
〜
５
時
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第106号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ６ 年 ７ 月

申
込
み…

出
口（
０
９
０-

６
８
２
４-

０
９
８
０
）

参
加
者
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す

場　

所…

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内

会　

費…

５
０
０
円
（
月
額
）

以
前
と
同
じ
場
所
で
再
開
し
ま
し
た
。
過
去
に

参
加
し
た
こ
と
あ
る
方
も
初
め
て
の
方
も
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
オ
ケ

日　

時…

７
月
27
日
（
土
）

８
月
24
日
（
土
）

９
月
28
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

申
込
み…

場　

所…

カ
ラ
オ
ケ
＆
チ
ョ
イ
呑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」

※

以
前
「
馬
ち
ゃ
ん
」
が
あ
っ
た
所

会　

費…

　
　
　
　
　
（
岩
田
町
１-

11-

２
）

１
０
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

笠
岡（
０
８
０-

６
２
２
４-

４
４
６
６
）

ゴ
ル
フ

第
23
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
６
月
５
日
（
水
）

に「
き
さ
い
ち
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」で
開
催
し
、

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

成
績

　
　

優
勝　
　

西
﨑
　
嗣
治

　
　

準
優
勝　

朝
田
　
健
蔵

　
　

３
位　
　

野
口
　
順
治

優
勝
の
弁
（
西
﨑　

嗣
治
）

「
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
ゲ
ー
ム
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
ま
し
た
。
気
温
29
度
の
暑
い
中
で
も
湿
度

が
低
か
っ
た
た
め
、
熱
さ
を
感
じ
な
か
っ
た

の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
回
も
頑
張

り
ま
す
。」

世
話
人…

中
村
郁
一
　
　
（
０
７
２-

９
６
３-

３
６
２
４
）

　
　
（
０
８
０-

１
４
４
８-

０
９
５
９
）

　

次
回
は
9
月
12
日（
木
）に
き
さ
い
ち
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
よ
り
山
中
成
介
さ
ん
が
、
４
月

よ
り
津
田
直
也
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
当
セ
ン
タ
ー

事
務
局
に
て
新
た
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

山
中
さ
ん
は
主
に
東
地
区
（
恩
智
川
よ
り
東
）

の
屋
内
清
掃
を
、
津
田
さ
ん
は
主
に
中
地
区

（
恩
智
川
〜
中
央
環
状
線
）
の
軽
作
業
等
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（山中成介） （津田直也）

●
新
入
職
員
を
紹
介
し
ま
す

　

引
き
続
き
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
入
会
希
望
の
方
は
世
話
人
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り
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東
大
阪
市
で
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

を
対
象
に
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」

を
実
施
し
て
お
り
、
東
大
阪
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
度
に
１
回
、

無
料
で
受
診
が
で
き
ま
す
。
是
非
と
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
特
定
健
診
に
つ
い
て

日　
　

程

毎
月
第
３
火
曜
日

電　
　

話

０
６-

６
２
２
４-

２
４
０
８

定　
　

員

各
日
５
名

予
約
申
込
み

相
談
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
の
間

と
こ
ろ

セ
ン
タ
ー
事
務
所

（
８
月
及
び
12
月
を
除
く
）

　

会
員
に
な
っ
た
が
就
業
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
い

未
就
業
の
方
の
た
め
に
、
就
業
相
談
日
を
設
け

て
い
ま
す
。

相
談
日
前
日
の
午
後
５
時
ま
で

に
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

電
話
又
は
来
所
に
て
受
付

●
未
就
業
会
員
の
就
業
相
談

９
月

10
月
18
日

８
月

〃　
　
　
７
月

〃　
　
　

〃　
　
　

９
月
20
日

８
月
20
日

令
和
６
年
６
月

７
月
19
日

就
業
し
た
月

振
込
予
定
日

●
配
分
金
支
払
い
日

編
集
後
記

　

令
和
６
年
度
の
定
時
総
会
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

総
会
の
概
要
は
本
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
熟
読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
６
項
目
あ
る
事
業
計
画
の
な
か
で
、

そ
の
１
つ
と
し
て
「
事
業
の
普
及
啓
発
お
よ
び

会
員
の
拡
大
」
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
な
に
よ
り
も
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
・

目
的
を
充
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
会
報「
燻
」や「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
後
と
も
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
広
報
委
員
会
で
永
年
、
副
委
員
長
を

勤
め
て
い
た
だ
い
て
い
た
今
井
委
員
が
３
月
末
で

委
員
を
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第106号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ６ 年 ７ 月

日　

程

10
月
９
日
（
水
）〜
10
日
（
木
）

対　

象

申
込
時
に
75
歳
以
下
の
方

定　

員

10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

費　

用

無
料

申　

込

９
月
２
日
（
月
）〜
６
日
（
金
）

受
講
後
に
草
刈
の
仕
事
が
で
き
る
方

　
　
　
（
実
際
に
刈
払
機
を
使
用
）

場　

所

講
習
↓
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室

実
習
↓
東
大
阪
市
内
施
設
空
地

●
草
刈
講
習
会
に
つ
い
て

※

申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
来
所
に
て
受
付（昨年の草刈講習会の様子）


